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　月に 1度ずつ沼袋地域センターで行っ
ている勉強会も、今年度に入り 6回を数
えました。新聞第 1号で、４、５、６月
の活動を紹介したので、今月号では７、
８、９月の活動を中心に紹介していきた
いと考えています。
　７月は、他地区の事例を学びました。
駅舎はもちろんのこと、線路跡地や商店
街についての先進事例や、どのようなプ
ロセスでまちづくりが進んだかについて
も知ることが出来ました。８月は、様々
な整備方法やイメージの中からどれが
沼袋に合うかを考え、それぞれがどのよ
うにつながりあっているかを検討しまし
た。９月は、８月の意見をふまえて作成
した２つの将来の沼袋駅の模型を参考に
しながら、今後さらに検討していかなく
てはならないことを整理しました。
　駅、線路跡地、商店街、交通・・・様々
なものが複雑に絡み合ってまちが成り
立っていることを知る３か月でした。
　今後は、一度交通の視点からまちを見
直し、その後にもう一度、駅と周辺の将
来像を検討していきます。他にも、小学
生と一緒にワークショップをしたり、駅
前商店街の空き店舗における展示を考え
ています。ぜひ、みなさんの貴重な意見
を聞かせてください。
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　おかげさまで、今年度に入ってから沼袋駅

周辺まちづくり勉強会が活動を始めて、半年

が経過しました。

　前号でお知らせしたように、初めの３か月

は、現状の把握をしたり、２０年後の将来像

を考えることで沼袋の魅力と課題を確認しま

した。それをうけて 7、8、9月の勉強会では、

他地区の事例を学び、沼袋に当てはめて検討

をしてきました。

　半年間、活動を続けてきて感じることは、

沼袋はこれからどのようにでも変化していく

ということです。話し合いを進める中で、立

体交差化が行われるということは、踏切が無

くなるだけでなく、もっと広い沼袋全体に影

響を及ぼしていくことを実感しています。

　いろいろな立場の人の生活から、まちを

見直し、話し合い、共に将来の沼袋につい

て考えていきたいと考えていますので、みな

さんどんどん勉強会に参加して下さい。そし

て ,一緒に沼袋の将来について考えましょう。

沼袋勉強会代表　小林交成

実際に立体交差化事業を行った場所を沼袋に当てはめてみたり、商
店街、駐輪場の先進事例を検討したりすることで、規模やイメージ
をふくらましていきます。

7月

8月

9月

沼袋駅周辺まちづくり勉強会発足

まだまだ活動は続く・・・

沼袋駅周辺まちづくり勉強会 スケジュール

駅と周辺の関係を考えよう

これからの課題を整理しよう

将来の駅や鉄道敷と、駅周辺の施設や交通ネットワークについて具
体的に考えることで、相互のつながりや関係を考えていきます。

８月の勉強会の意見をふまえた模型を参考に、これからもっと検討
しなければならない課題がなにかを整理しました。

交通ネットワークの現状、課題を整理し、まち全体にどのような影
響を与えているかを考えていきます。その上で、駅と周辺の将来像
をもう一度検討していきます。

交通ネットワークの検討

一年間の活動を振り返り、まとめと報告を行います。また、来年度
に向けた目標や課題の整理をしていきます。

一年のまとめと報告

～これからの活動～

駅駅⇔周辺

まち⇔交通

まとめ

自由討論

2月
3月

11月
12月
1月

他地区の事例 他地区の事例を見てみよう

上半期の成果を模型やパネルで紹介し、幅広い住民のみなさんに伝
えたいと考えています。

丸山塚祭りでの発表
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■2004年７月23日（金）19：00～ 21：00　沼袋地域センター　　

目的：地下化にこだわらず、沼袋のこれからを考えていく上で参考になりそうなまちづく
　　　りの事例を、ソフト・ハードに関わらず見ていきます。

こんな議論がされました
　・ハード整備とソフトの対策を組み
　　合わせることの可能性。
　・駅だけではなく周辺の整備も考え
　　ていく必要がある。
　・将来の駅舎の高さや規模について。
　　　　　　　　　　　　　  など。。。

STEP 1

　鉄道が地下化や高架化した駅の事例
を見ました。駅のみでなく、大和駅の
線路敷跡地の活用例や横浜の元町商店
街の整備事例についても学びました。

スタディ模型の例STEP 2

　駅の整備として考えられるいろいろ
なタイプのスタディ模型を見ながら、
将来の駅舎について議論しました。

STEP 3

　他地区の駅のサイズを沼袋に当ては
めることで、立体交差化によって出現
する線路跡地のスケールがどれくらい
かを検討しました。

他地区の事例を見てみよう

■2004年８月26日（木）19：00～ 21：00　沼袋地域センター　　 駅と周辺の関係を考えよう

目的：将来の駅や鉄道敷と駅周辺の施設や交通のネットワークについて、より具体的な空
　　　間像を考えます。

STEP 4

　グループ毎に共有できた意見、今後
さらに検討が必要なことを整理し、最
後にグループの代表者が、皆の前で議
論のまとめを発表しました。

STEP 3

　スタディ模型からみんなで駅の将来
イメージに近いものを選び、それをふま
えて、駅の出入り口、商店街の整備、ロー
タリーの規模、線路跡地の利用等につい
て検討を行いました。

STEP 1

　２グループに分かれた上で、それぞれ
の班の中で「商店主」「お年寄り」「子供
を持つ女性」「サラリーマン・学生」「来
訪者」という５つの役割分担をくじで決
めました。

STEP 2

　それぞれの役の視点から、まち全体の
目標イメージ、「沼袋駅」「駅前商店街」「線
路跡地」への目標イメージや優先したい
交通手段を考え、一人ずつ発表し地図の
上に貼っていきました。

こんな議論がされました
　・駅や周辺の整備イメージについて
　・駅、交通、商店街、線路跡地・・・

　　　の相互のつながりや関係について
　など。。。

成果品の例



06 目的：将来（立体交差事業後）の沼袋における生活をイメージし、沼袋の将来像や目標を
　　　考えます。

STEP 3

　自由に話し合いを進める中で、今後
さらに案を深めていくために、何を検討
する必要があるのかを考えました。

STEP 1

　８月の勉強会で話し合われたことをふ
まえて作成した、２つの将来の沼袋駅周
辺の模型を見ながら、それぞれの案の背
景となった話し合いをみんなで確認しま
した。

STEP 2

　案に修正を加えると共に、検討を行わ
なかった線路跡地の防火帯としての役割
や、栄通り商店街について話し合いまし
た。

■2004年 9月 21日（火）19：00～ 21：00　沼袋地域センター　　 これからの課題を整理しよう

コラム・歴史地図から沼袋をみる　第２回
　　早稲田大学　津久井誠人

図１：大正１２年地図

図２：昭和４年地図

過去１０年間で新設された道
道

■凡例

線路

成果品の例

こんな議論がされました
　・バス利用の現状や、これからの役
　　割をどう捉えるか。
　・もっと広い範囲から、交通ネット
　　ワークを考える必要性。
　・今後多くの人の意見を集める方法。
　・駅の東と西、北と南のつながり。
　・駅施設と商店街の関係
　　　　　　　　　　　　　など。。。



コラム・人口統計から沼袋をみる
　　早稲田大学　谿花範泰

～沼袋の人口推移と人口ピラミッド～
　まず、沼袋地区の人口推移と人口ピラミッドを見てみま
しょう。グラフ１は平成５年からの沼袋地区の人口推移を
表しています。これを見ると、地区の人口が年々減少傾向
にあることがわかります。
　そしてグラフ２は沼袋地区の人口ピラミッドを日本全体
のデータと重ねたもので、沼袋地区は特に少子高齢化が進
んでいることが見てとれます。また、２０代の人口が飛び
抜けて多いことも特徴の一つです。これは、地区外から学
生や働き初めの若者が入ってきていることの影響ではない
でしょうか。しかし、若者は定住する人が少ないようです。
一方で、沼袋地区を中野区全域と比較しても場合、居住期
間が１０年以下の住民の割合が少なく１１年以上は多いと
いう特徴を持っています。沼袋地区では、高齢者の定住意
識が強いのでしょうか。

～沼袋町丁別の居住期間～
　次に沼袋 1～４丁目の町丁別の居住期間の表を見てみま
す。すると、沼袋１、３丁目には３０年以上住んでいる人
が多く、２、４丁目には、１１～２０年間住んでいる人が
特に多いことがわかります。これらの違いは、宅地化した
時期の違いや、その地区に多い建物の種類から影響を受け
ていると考えられます。一口に沼袋といっても、もっと細
かい範囲によって特徴を持ち、これからの変化の経緯も少
しずつ違っていくものと考えられます。

～地区の変化　そしてまちづくり～
　ではそのことから、まちにどのような変化がおこると考
えられるのでしょうか？
　人口が減少し高齢化が進むと、一人暮らしをする高齢者
のお宅や空き家が増えたり、空き家が更地となることでマ
ンションやミニ個建てが増え、近隣の居住環境が変化した
り、沼袋のまちは少しずつ動いていくでしょう。それに加
えて、現在検討されている連立立体交差事業が実施されれ
ば沼袋のまちは大きく変わります。なぜなら沼袋駅や線路
跡地は、沼袋に住んでいる方の多くが利用するまちの中心
となる場所だからです。沼袋に住む方々がまちの変化を敏
感にキャッチし、どうするかをしっかり考え、その変化を
上手に受け入れていくことが大切です。
　だからこそ、将来の沼袋駅や線路跡地の検討の際にまち
全体としての対応、言い換えれば住んでいるみなさんの意
見が求められます。多くの住民が積極的に意見交換をする
ことが、沼袋を良くする一番の近道かもしれません。
　もし、みなさんの意見によって駅や線路跡地によりよい
空間ができれば、週末を新しい駅で過ごしたり、子どもと
一緒にのんびり散歩をしたり・・・といった今とは違う生
活の 1ページも実現できる新しい形の沼袋につながってい
くのではないでしょうか。

編集後記　

　みなさんはお住まいになられているまちの変化をどれほ
ど感じていますか？このコラムでは、日常的には意識する
機会が少ない人口の推移のグラフを見ながら、沼袋地区の
特徴とまちづくりの可能性についてお話したいと思いま
す。


